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6月14日(火)
「一年を顧みて」
プログラム委員長・広報情報委員長
会員増強委員長・クラブ奉仕委員長・会場監督
東天紅
点鐘12:30

2016年6月7日(Vol-40)

■ ニコニコBOX
・西川…長男に二人目子供が生まれました。私の二人目孫です。
・川島治代…お誕生祝いを頂きありがとうございます。7 回目の年女です。随分長生きしたものです。
・瀧澤…皆様方には認証ポイント委譲にご協力頂き誠にありがとうございました。
・藤崎、賀来…結婚祝いを頂きありがとうございます。
・野城…誕生祝いを頂いて。
・野口アキ子…親睦委員会に一年間大変お世話になりました。
・前野…皆様へ、色々とありがとうございます。
・花澤…野口年度ご苦労様です。もう少し、頑張ってください。

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

中央卸市場の防災倉庫におきましては、いざという時に使用できるよう修繕・整備の時期を検討して行く必要があると思います。このように、経
験の少ない私で、至らない事ばかりで一年間活動をして参りました。そこで思ったことは、まごころをもって、平等であり、好意と友情を深め、
みんなのために行動する心が大切だと思いました。一年間みなさまのご協力に感謝申し上げます。

職業奉仕委員長　飯高喜代志 委員長
　職業奉仕委員長を務めさせて頂きました、飯高です。今年度は、副委員長に津田Ｐ.Ｐ、川島義美Ｐ.Ｐに黒川会員の 4 人で活
動をして参りました。１）会員の皆様による卓話　「今年度の、職業奉仕委員会卓話は西川プログラム委員長のご協力により４
例会の枠を頂きました」　9 月 5 日第 1900 回例会では、渡辺会員による、地震保険と火災保険についてお話をして頂きまし
た。卓話をして頂いた時にはまさか九州で大きな地震が起きるとは想像もしていなかった事で、10 月より火災保険の値上げ、
又、平成 28 年には ( 今年 ) 地震保険の段階的な値上げ予定と話されました。私は昨年の 9 月にアドバイスに従い長期保険に加
入致しました。
12 月 15 日第 1910 回例会では、友田会員による、児童福祉の専門家として、ＤＶ（ドメステｲックバイオレンス・家庭内暴力）被害者への救済支援、
又は一般社会でハンデｲを背負った子を持つ母親や祖母等を対象とした母子ホームへの受け入れ等、支援活動は 24 時間 365 日献身的に受け入れ
施設として活動をしている現状を話して頂きました。
1 月 19 日第 1913 回例会では、野口アキ子会員による、老人福祉の専門家として、転倒、骨折の防止等を含めた生活習慣病の機能を向上させ
要介護状態になるのを防ぐ為の運動。口腔機能のケア・機能を高める為の習慣・栄養改善について・介護保険についてもお話をして頂きました。
3 月 15 日第 1921 回例会では、川城会員による、仏教を取り巻く諸問題等を取り上げて、話して頂きました。大都市集中の人口構成により、
過疎化地域の、寺院運営が危機に。又、葬儀が１軒あれば檀家が一軒減る。イオンの葬儀、アマゾンの僧侶派遣等の諸問題がある。又、四つのテ
ストと十善戒についても話して頂きました。10 全部を理解して行動に移す事は出来なくても、１つくらいはできるかもしれません。以上 4 人の
会員の方に卓話を頂きました。
２）四つのテストの毎例会唱和　　白井ＳＡＡに協力をお願いし毎例会四つのテストを会員・又他クラブの会員にお願いして励行しました。
最後に成りますが二回目の職業奉仕委員長を務めさせて頂きましたが、何故か２回とも、幹事が藤崎幹事で何か、考えが有っての事か今度じっく
り聞いて見たいと思います。簡単では有りますが、此れで私の「一年を顧みて」を終わります。有り難うございました。

親睦活動委員長　野口アキ子 委員長
　副委員長に川島 PP、立石委員、根本委員、仲村委員、芦屋委員、鳥海委員、金森委員、米田委員、宇井委員、兼任として花
光副委員長、川城委員、山木委員、友田委員、松本委員、の１５名で会長指針に基づき、協力し合い・楽しもうクラブライフを
目標に会員や家族が心から楽しい時間を共有でき、関わる人すべてに感動していただける様各事業を企画致しました。
＜計画を振りかえって＞
１．例会の受付、出席確認、（当番表により交代で行いました。毎回１１：３０に来て受付を行なって下さった委員の皆さんに
感謝しております。）
２．来賓、メークアップの方には（おもてなしの心でお迎えできました。）
３．メールボックスの管理、整理（数名の方には郵送にて処理させて頂きました）
４．納涼家族例会はいつもと少し変えて、演歌歌手　「ふじのみさ」歌謡ショーと大抽選会を行ない１４６名の皆様に楽しんでもらいました。
５．忘年家族例会は「マジックショー若葉の会」をお迎えして笑いとマジック、空くじなしの大抽選会で１５８名の皆様に楽しんで頂きました。
６．親睦旅行、文化の集いは４月１６～１７日に創立４０周年実行委員会と WRG ゴルフ同好会との共催で福島県会津若松（歴史探訪の旅）と太
平洋を望みながらゴルフプレーが満喫できる、２コースを企画しそれぞれの分野で楽しんで頂けたと思います。宿泊ホテルは小名浜オーシャンホ
テルで特別にライトアップして頂いた中での例会と懇親会は皆さんの想い出に残る旅になったことと思います。
　この１年間を顧みてすべての行事がつつがなく終了できましたことは親睦委員会の皆様、又、会員の皆様のご協力によるものと心から感謝を申
し上げて終わらせて頂きます。

会計　青柳六郎太 会計
Ⅰ．会計の体制と活動方針等は以下の通りでした。
１．構成：会計 青柳六郎太、副会計 花嶋会員　２．活動領域：①財務運営管理、②上期・下期収支報告、③その他　３．活動方
針：資金を正確に管理し、今期も節約に努め、会員の実費負担の軽減を目標に、資金管理の内容を明確に会員に知らせる。
４、活動計画：①会長、幹事の指示の元に資金を正確に管理する。②資金の受払は速やかに行い、記録は正確に記す。③収入と支
出、および財政状態は定期的に理事会および会員に報告する。
Ⅱ．この一年の活動実績は予定通りで、7 月 5 日の年度収支報告を残しています。
①平成27年10月6日理事会および②平成28年４月５日理事会で、上四半期、下四半期収支報告承認、②併せて40周年特別行事収支報告も行い、
承認を受ける。( 一部未確定項目有 )②年度報告は、平成 28 年 7 月 5 日理事会で実施予定である。
Ⅲ．会計就任で学習したことは、良くできた千葉西ＲＣの会計の仕組みでした。

（１）．会計制度の特徴、当ＲＣは、法人でない社団であり、営利活動を行はないから複式簿記、発生主義会計によらず、年度内の精度の高い予算
の元に預金収支実績と残高管理を行う。即ち年度末に未収の会費や未払の経費があってならない。

（２）．事業目的別の収支会計を実施している。①通常負担金・寄付金 5 項目支出会計、②地区関係負担金 8 項目支出会計、③クラブ運営費 16 項目
支出会計、④委員会活動費 21 項目支出会計、⑤予備費支出会計、⑥別途会計（ニコニコボックス収支会計、創立 40 周年記念積立金収支会計等）
の精緻な体系で、森川事務局の卓抜した運用能力で履行しており。世に誇るべき仕組みと実践力である。


